
０１４ 奈良時代（終） 政治史３ 

◇称徳天皇の死 

→道鏡、       に左遷 

◇称徳天皇の死 

→道鏡、       に左遷 

◇藤原    、称徳の遺詔と 

して     系の      

を擁立に成功。律令再建のため 

光仁の子    に期待した。 

 

藤原不比等 

長屋王 

藤原４子 

橘諸兄 

藤原仲麻呂 

道鏡 

藤原百川 

 

ひどい    の  人の息子 

もろに    と   百叩き 

 

＜奈良時代の社会＞ 

◇遣唐使の派遣 

飛鳥時代           

奈良時代      ・    

玄宗皇帝に重く用いられたが、 

帰国できなかった         

平安時代     ・     

形態：   隻で渡唐 

航路：初期は安全な      

→    との関係が悪化して 

からは危険な   ・     

◇       35 回来日 

 668 年に   に滅ぼされた 

      の生き残りと靺鞨 

 族が 698 年に建国。 

 

◇領域の拡大 

飛鳥時代     ・     

〔現在の    県〕 

奈良時代 蝦夷との最前線基地 

724      設置〔宮城県〕 

 

 

 

 

 

◇民衆の暮らし 

◎竪穴住居→        

◎男が通う      婚  

※育児は      が行う 

◇民衆の重い負担 

租庸調・兵役（   や   ） 

年 60 日の      

利息が年 5割の      

庸調を運ぶ     

山上憶良『        』 

に表現されている 

◇民衆の負担逃れ 

    ・     

＝口分田を捨てて逃げる 

    …戸籍を偽る 

     …勝手に僧になる 

→私度僧を率いた僧     

 


